
研修 評価     

研修名 看護リフレクション～看護の質を高める経験の語り合い～ 

領 域 

 

これからの看護管理

を担う人々を対象と

した研修 

会場 新潟県看護研修

センター 

 

受講料 会 員：3,080円 

非会員：9,240円 

対 象 

 

学習段階レベル（Ⅱ～Ⅳ） 

募集数(60人)応募数(30人)参加数(28人)会員数(27 人)非会員数(1人) 

日 時 令和 7年 8月 9日（土曜日） 9：30～16：30 

ねらい（目標） 1.看護リフレクションの体験を通し、日々の看護経験における看護の価値や意味

を実感し、看護観を育むための取組みを理解する。 

講 師  東 めぐみ  順天堂大学 客員教授 文京学院大学 教授             

内容・方法 

 

○講義内容 

・リフレクションとは何か 

・経験から学ぶ 

・看護を語る、看護の語りを聴く 

・看護リフレクションの実際 

・クループワーク 

結 果 

 

 

○参加者数  28名  47％ 【達成・未達成】 

○アンケート結果（回収率 79％） 

・理解度      100％ 【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度  95％ 【達成・未達成】 

 

○受講者の意見 

・リフレクションを通して自分の行った看護に意味があったことに気づくことが

できとても良い経験になった。 

・リフレクションを行うとモチベーションが上がると感じたが、リフレクション

はやはり難しいと感じた。 

・現場に活かす難しさは感じますが、自分が振り返ったことで自信につながった

経験は後輩にも感じてもらいたいと思いました。 

評 価・総 括 ○目標達成の評価：【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

・テーマ・目標・企画内容・時間配分など:目標は達成した 

・アンケート結果：回収率は 79％で、アンケート内容は、肯定的で意見が多く

目標は達成した。 

 

○総括 研修会開催の良かった点・改善点、今後の継続について 

受講者の様子からも看護を語り合い、活用する機会を作ることは看護の質を高め

ることにつながると考える。 

・昨年まで 2回開催から、今年度 1回開催としたが、参加者が少ない為、継続の

有無の検討が必要。 

課 題 ○特になし 

担当者 教育委員 

 
 

評価基準： 

①参加数が募集数の

70％以上 

②研修内容の理解度

（できた、ほぼでき

た）80％以上 

③自己課題の達成度

又は研修目標（知識

技術）の習得度（で

きた、ほぼできた）

80％以上 

④アンケートの意見 


